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岩美町に獣肉加工場をつく
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衛生的な小型の獣肉加工場をつくることで以下の目的を達成する。
①海の幸の豊富な岩美町に山の幸を加えることで観光地として食の重曹化を図る。
②岩美町鳥獣被害防止計画によるとイノシシ、シカについて「捕獲後の処分の問題（労力、負担の
増加）」とあるが、食肉にすることで利益を出し、その処分の問題を軽減、あるいは解消する。
③狩猟、加工、販売の6次産業化＋1（鳥獣対策）によって、最終的には新しい雇用を生み出す。
④町民に産業としての狩猟を理解してもらい、関心を広げることで猟友会の高齢化に対応する。
⑤新しい山の幸を生み出す獣肉加工場の作るジビエによってオール岩美（他業種参加型）を作る。

主管課 産業建設課

電話番号 0857-73-1562
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実施主体：猟友会、岩美町役場産業建設課、地元の飲食店（肉のたむら、アルマーレ（AL MARE）、どんづまりハウスなど）、食品加工会社、道の駅きなんせいわみなどによる
実行委員会（オール岩美）
実施方法・負担と負担軽減策：＜負担＞
・獣肉加工の機械類、冷蔵、冷凍庫、調理器類を購入する費用
・食肉処理業と食肉販売業の許可、食肉製品製造業の許可をもらう費用
・初期人員（有志、ボランティア）の確保
＜負担軽減策＞
・クラウドファンディングで資金を募り、小型獣肉加工場を作る。
・空き家を活用することでコスト（屋根や壁があるだけでも工場建設に有益）を少しでも減らす
・販売（民宿、旅館、学校給食、一般人向けなど）を通して負担を減らす、乃至、利益を出す
類似の計画例：
・鳥取のジビエ料理を全国に届けたい！鳥取県若桜町の最高級鹿肉を使った缶詰開発プロジェクト
・『世界屠畜紀行』の内澤旬子と地元有志が小豆島に小さな獣肉加工場を作るプロジェクト
※　両者はともにクラウドファンディングである
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  農業被害等の原因となる有害鳥獣（シカ・イノシシ）をジビエとして再利用することは、観光・雇用な
ど地域の活性化に繋がる有効な手段であると考えます。
　しかしながら、加工施設を建設・運営するにあたっては、採算性など財政面や知識・技能のある人
材の確保など様々な課題があります。実際に稼働している施設でも維持管理や販路拡大など運営
に苦労している状況を踏まえると現時点で単独での整備は困難であると考えます。
　ジビエの取り組みとしては、本年度、本町で捕獲したシカを搬送車にて他町の加工施設に持ち込
む実験を試行的に行いました。結果として、精肉の細菌検査では、国産ジビエの認証基準をクリ
アーしていましたが、品質確保のために必要な運搬時の保冷能力の保持や、車両導入の費用面な
ど多くの課題がありました。今後も、継続して県や周辺市町と連携し、広域的な取り組みを模索して
いきます。
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主管課の検討どおりとします。
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